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審　議　の　内　容

	１．部長あいさつ 
· 部長によるあいさつと諮問書の交付。

２．委員紹介
· 事務局による委員紹介。

３．部会長挨拶
· 部会長によるあいさつ。

４．次期計画における国及び府の指針について
· 資料２の説明。

５．計画策定スケジュールについて
· 資料３の説明。

６．市民向けアンケート案について
· 資料４から７の説明。

６．その他
次の会議は９月下旬～10月に開催。次は調査結果の報告と、計画の骨子案についての説明をする。


【質疑応答】
谷口美智代委員：送迎の場合は時間がどの程度かかっているのか把握することが難しいと思います。

事務局：送迎利用者の実態を正確に把握するため、移動手段の設問に『送迎サービスを利用している』という選択肢を設けるよう変更します。

安原部会長：18歳以上のサービス利用調査において、選択肢を削除したものをもう一度教えてください。

事務局：「児童発達支援」および「居宅訪問型児童発達支援」となります。

谷口美智代委員：放課後等デイサービスは18歳までではないですか。

事務局：制度上20歳まで使えるようになっています。

安原部会長：調査票について、18歳の高校生はどちらを送付するのでしょうか。

事務局：18歳の高校生は児童用の調査票を送付します。高校を卒業した１８歳には成人用の調査票を送付します。

安原部会長：８ページのウェルビーイング指標について、現状だと、どうしても保護者が自分の実感として書いてしまうかと思うので、お子さんはどの程度幸せを感じていると思いますか、というような調整が必要ではないでしょうか。

事務局：１ページ目に注釈を入れている所ではありますが、該当箇所で今一度注釈を入れるなどして対応します。

額田委員：この設問について、０の「とても不幸」の表現を変更したほうがいいと思います。

谷口美智代委員：０の上の「とても不幸」だけ抜けばよいのではないですか。

事務局：それでは、（１）は「とても不幸」を、（２）では「全く満足していない」を抜くということでよいでしょうか。

安原部会長：サービスを利用していない人が多くても、幸せな人が多いのであれば、サービスを提供しなくてもよいのでは、とならないようにしてほしいです。

前原委員：18歳以上が1,800件、18歳未満300件、事業所100件とのことですが、回収数の目標や目安はありますか。

事務局：回収数としては成人では700件の確保を目標としています。

安原部会長：放課後等デイサービスが普及したことにより、親の負担が減った一方、関わる時間が減っている現状があります。そのような中で、親が子どもの事をどこまでわかっているか疑問があります。

谷口美智代委員：グループホームを利用している方はどのように回答するのでしょうか。最近はグループホームの利用者が増加しています。

事務局：グループホーム利用者への配布回収について、グループホームを利用している方は、手帳所持者と利用者の人数から割り出すと３％程度です。この方たちの意見によって、調査結果が大きく左右されることはないと考えています。

安原部会長：５年前の段階で３％程度なら、現在はもっと上がっている可能性もあります。

事務局：ご指摘の通りですが、それでも調査結果が大きく左右されることはないと考えています。

谷口美世委員：６５歳以上に使うだろう介護保険サービスのことは全然わかりません。今は作業所に仕事に行っていますが、６５歳になったときにはどこに通えばいいのかわかりません。65歳になるタイミングで市役所に相談に行けばよいのでしょうか。

事務局：市役所の障害窓口に行っても、介護窓口にいっても、どちらでも適正な対応を図れる体制をとっています。

安原部会長：将来の暮らしに関する設問部分で、相談窓口に関する内容でわからないことや不安なことを聞いても良いかもしれません。

谷口美世委員：あっち行ったり、こっち行ったりでわかりづらく感じることがあります。

事務局：今ご指摘いただいたのは、窓口に行ってもたらい回しになる、というようなことかと思います。今は福祉の総合相談窓口ができており、そこでは話を一通り受け止めることができます。

谷口美世委員：最初にどこに行ったらいいかわからないと困ってしまいます。その時はぜひ助けていただければと思います。

事務局：福祉総務課に福祉の総合相談窓口を設けているので、ぜひご活用ください。

谷口美世委員：どこに相談したらいいかわからないときはまずは福祉総務課へ、というのをわかりやすく案内いただければと思います。作業所でも1人暮らしの人と、親と同居の子とバラバラです。1人の人はどうしても大変です。

道崎委員：相談窓口の一覧や連絡先をまとめたチラシを1枚同封して周知を図ってはどうでしょうか。

額田委員：児童の保護者は孤立しがちです。相談窓口について周知して頂ければよいと思います。孤立して情報が入ってこない方も多いです。支援センターの存在すら知らない人もいます。そういう人にわかりやすく、相談窓口をお知らせできればと思います。

事務局：支援学校等では、スマホアプリを使った連絡・情報交換など横のつながりもあると思います。

額田委員：そういうことが得意でない、人と関わるのが苦手、という人もいます。そういう人たちをどうすればいいのかが課題です。

谷口美智代委員：身障者の会でも、若い方は会が苦手で、入会したがらないことも多いです。困りごとやサービスについてもすぐにスマホで調べられます。以前は当会が情報発信や相談の役割を担っていましたが、今は、会員は増えずに減る一方です。

額田委員：親の会をやるから、と誘っても、保護者はほとんど集まらない状況です。今の若い人たちはどうしているのか疑問に思うこともあります。

谷口美智代委員：親なき後についても、例えば支援学級の方に来ていただいて話をしたりしますが、研修会を開くにしても、案内が大変なところも多いです。

安原部会長：渡邊先生はいかがでしょうか。

渡邊委員：療育施設やこども園などを利用される方の実態はわかりますが、どこにも通っていない方を把握するのが難しく、課題となっています。

渡邊委員：親の会の勉強会等あれば、園の方でも案内するなどしてみたいと思います。

閉　会
（終）




－１－
－１－
